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安田剛敏，木村友厚:非骨傷性の中心性頚髄損傷の

治療成績.第15回北陸脊椎脊髄外科研究会， 2004， 
11 金沢.

40)川口善治，金森昌彦，石原裕和，安田剛敏， 阿
部由美子，野上重治:頚椎椎弓形成術の術後10年
以上の長期成績.第15回北陸脊椎脊髄外科研究会，
2004， 11，金沢.
⑤ 地方会等

1) 奥寺敬:重症頭部外傷ガイドラインについて-

改訂作業の概要(特別講演).第7回信州神経救

急フォーラム， 2004， 5，松本市，信州大学旭総合
研究棟.

2) 奥寺 敬:脳神経外科と救急医療ー最近の救急

医療事情.第60回富山県脳神経外科医会， 2004， 5， 
富山市，ボルフアート富山.

3) 奥寺敬:救急医療と災害医療(特別講演)第

14回日本救急医学会北陸地方会， 2004， 6，高岡市，
高岡法科大学.

4) 奥寺 敬:これからのメデイカルコントロール
の動向(特別講演).第22回富山救急医療研究会，

2004， 9，富山市，富山県教育文化会館.
⑮ 研修会等講演

1) 奥寺敬:21世紀の災害医療のパラダイム.平
成15年度岐阜県医師会災害医療研修会， 2004， 1， 
多治見.

2) 奥寺敬:集団災害の対応について.平成15年
度富山ブロック救急隊員研修会， 2004， 2，婦中消
防署.

3) 奥寺 敬:NBC災害の理解ー松本サリン事件を

モデルとしたシミュレーション.平成15年度富山
県健康危機管理対策特別研修会， 2004， 2，富山県
庁大ホール.

4) 奥寺 敬:メデイカルコントロールとは一国際
標準の心肺蘇生法と自動式除細動器について一，

平成15年度長野県医療器械従事者研修会， 2004， 

3，豊科町.

5) 奥寺敬:地域救急医療と消防の連携.平成15
年度砺波救急医療・消防連携協議会， 2004， 3，砺



波広域圏消防本部.

6) 奥寺 敬:救急医療専門医制度の概要.長野赤

十字病院救急医療懇談会， 2004， 3，長野赤十字病
院.

7) 奥寺 敬:富山県の二次医療圏とメデイカルコ
ントロール.第4回富山救急・災害医療懇話会，

2004， 3，富山全日空ホテル.
8) 奥寺 敬:災害医療とマスギヤザリング.平成

16年度諏訪赤十字病院災害医療研修会， 2004， 4， 
諏訪赤十字病院.

9) 奥寺 敬:スポーツ・イベントにおける救急医

療体制.富山スプリング・スポーツセミナー， 2004， 
5，富山全日空ホテル.

10)奥寺 敬:救急医療の現状と課題.第4回富山

赤十字病院事例検討会 2004.5富山赤十字病院
11)若杉雅浩:人が倒れていますどうしよう.第18
回日本神経救急学会学術集会記念公開講座 2004
6，富山県民会館.

12)奥寺 敬:救命救急医療の最先端.平成16年度
キメラ会， 2004， 6，越州，富山市.
13)奥寺 敬:救急・災害医学のパラダイム.第2
回石川救命救急フォーラム， 2004， 6，ホテルイン
金沢.

14)奥寺 敬:国際標準の心肺蘇生法の概要を学ぶ.
平成16年度文部科学省スーパーサイエンスハイス
クール事業(富山県立高岡高校)Iミニ大学j.2004， 
7，富山県立高岡高校.
15)奥寺 敬:緊急時の養護診断と応急処置につい
て.平成16年度富山県養護教諭夏期研修会， 2004， 
8，ボルブアート富山.

16)奥寺敬:災害とは?病院施設での災害時の
対応について.平成16年度石川県看護協会研修会，
2004， 9，石川県中小企業会館.
17)奥寺 敬:災害と防災訓練.平成16年度慈泉会
相津病院防災訓練基調講演， 2004， 9，相津病院.
18)奥寺 敬:災害医療とトリアージ.平成16年度
長野県立須坂病院災害医療研修会， 2004， 10，須
坂病院.

19)奥寺 敬:今日のまえ急医療.平成16年度糸魚川・
下新川医師会合同生涯教育講座， 2004， 10，アク
ア黒部.

20)奥寺 敬:長野五輪における求丸急医療体制-2005
年岡山国体に備えて一平成16年度4病院団体協議
会「救急医療防災セミナーj，2004， 10，アークホ
テル岡山.

21)奥寺敬:災害拠点病院と災害訓練.平成16年
度糸魚川総合病院院内学習会， 2004， 11，厚生連

糸魚川総合病院.

22)奥寺敬:新しい一次心肺蘇生とAED(特別
講演)，第16回富山県接骨学術研究会， 2004， 11， 
富山電気ビルデイング.

23) 奥寺 敬:ACLS/ICLSの基本的な考え方と
位置づけ.平成16年度富山県医師会ACLS研修会，
2004， 11，富山HCPTC.
24)奥寺敬:病院機能と自然災害.瑞穂医学セミ
ナー， 2004， 11， 11/26瑞穂医科工業カンファラ
ンスルーム.

25)奥寺敬:心臓突然死と自動体外式除細動器，
岐阜県医師会研修会 2004.11岐阜県医師会館.
26)奥寺 敬:的確な救急対応の理論と実際を学ば
せる.富山市医師会看護研修会， 2004， 12，富山
市医師会館.

27)奥寺敬:自動体外式除細動器の考え方， AE 
Dセミナー， 2004， 12，サンシップ富山.
28)井川晃彦:自律神経と心臓リモデリング.第5
回Neurocardiologyworkshop， 2004， 7，東京.
⑮ 主催学会・研究会等

1) 第3回富山救急・災害医療懇話会，富山第一ホ
テル， 2004， 3，富山市.
2) 第4回富山救急・災害医療懇話会，富山全日空

ホテル， 2004， 3，富山市.
3) 第11回日本救急医学会ACLS基礎コース・指導
者養成ワークショップ，金沢大学附属病院会議室，

2004， 4，金沢市.
4) 第18回日本神経救急学会学術集会，富山全日空
ホテル， 2004， 6，富山市.
5) 第18回日本神経救急学会学術集会祈念公開市民
講座「どうしよう?一急病への対応j，富山県民

会館， 2004， 6，富山市.
6) 第24回富山集中治療医学研究会，名鉄トヤマホ
テル， 2004， 7，富山市.
7) 第4回秋田脳血管研究センター夏期セミナー，

秋田脳血管研究センター， 2004， 7，秋田市.
8) 平成16年度富山医科薬科大学大学院医学特別実
習，最新の国際的心肺蘇生法の実習，ヘルスケア

プロバイダートレーニングセンター， 2004， 7，富

山市.

9) 第5回富山救急・災害医療懇話会，高志会館，

2004， 7，富山市.
10)富山医科薬科大学ACLS基礎(ICLS)コース
(平成16年度採用卒後研修医対象)，ヘルスケアプ
ロパイダートレーニングセンター， 2004， 9，富山

市.

11)剣ICLS(ACLS基礎)コース，ヘルスケアプロ



バイダートレーニングセンター， 2004， 11，富山

市.

12)平成16年度富山県医師会ACLS基礎(ICLS)

コース，ヘルスケアフロパイダートレーニングセ

ンター， 2004， 11，富山市.

13)第2回剣ICLS(ACLS基礎)コース，ヘルスケ

アプロノてイダートレーニングセンター， 2004， 12， 

富山市.

14)第3回剣ICLS(ACLS基礎)コース，ヘルスケ

アプロノてイダートレーニングセンター， 2004， 12， 

富山市.

15)第6回富山救急・災害医療懇話会，富山第一ホ

テル， 2004， 12，富山市.
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⑮著書

1) 寺津捷年，花輪蕎彦編:漢方診療二頁の秘訣.

金原出版，東京， 2004. 

2) 寺津捷年，大星光史:新しい漢方-東洋の知と

医療一.考古堂書庖，新潟， 2004. 

3) 後藤博三，寺津捷年:治療薬 UP-TO-TATE 

2004.漢方薬， 790-799，メデイカルビュー社，東

京， 2004. 

4) 寺津捷年:漢方薬.治療薬マニアル2004，1679・

1716，医学書院，東京， 2004. 

⑥原著

1) Kogure T.， Mantani N.， Sakai S.， Shimada 

Y.， Tamura J. and Terasawa K.: Natural 

killer cytolytic activity is associated with 

the expression of killer cell immunoglobulin-

like receptors on peripheral lymphocytes in 

human. Madiat. Inflamm.， 12:117-21， 2003. 

(前年未掲載)

2) Nagaki Y.， Hayasaka S.， Abe T.， Zhang 

XY.， Hayasaka Y. and Terasawa K.: Effect 

of Oral Administration of Gardeniae fructus 

Extract and Intravenous Injection of Crocetio 

on lipopolysaccharide- and Prostaglandin 

E2-induced Elevation of Aqueous Flare in 

Pigmented Rabbits. Am. J. Chin. Med.， 31: 

729-738， 2003. (前年未掲載)

3) Kainuma M.， Sakai S.， Sekiya N.， Mantani 

N.， Ogata N.， Shimada Y. and Terasawa K.: 

The effects of a harbal medicine (Mao-to) 

in patients with chronic hepatitis C after 

injection of IFN-B. Phytomedicine， 11 :5-10， 

2004. 

4) Goto H.， Shimada Y.， Sekiya N.， Yang Q.， 

Kogure T.， Mantani N.， Hikiami H.， Shibahara 

N. and Terasawa K.: Effects of Keishi-

bukuryo・gan on vascular function and 

hemorheological factors in spontaneously 

diabetic (WBN /ko b) rats. Phytomedicine， 

11:188-195， 2004. 




